
当
事
業
は
、
事
業
地
域
内
だ
け
の
た

め
で
は
な
く
、
駅
周
辺
住
民
の
交
通

の
利
便
性
や
生
活
環
境
の
向
上
に
大

き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、

今
後
の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
市
は
組
合
と
ど
の
よ
う
な
調
整
を

行
っ
て
い
く
の
か
。

6

現
在
、
事
業
計
画
変
更
の
縦
覧

を
行
っ
て
い
る
。
認
可
後
、
本
格
的

に
事
業
を
再
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

来
年
度
か
ら
駅
前
広
場
等
に
係
る
家

屋
移
転
、
宅
地
造
成
等
を
行
い
、
25

年
度
か
ら
順
次
駅
前
広
場
と
駅
進
入

路
の
未
整
備
部
分
の
工
事
に
着
手
し
、

早
期
の
完
成
を
目
指
し
て
い
く
。

▼
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
設
置

5

県
内
で
は
本
市
を
含
む
２
市
が

指
定
さ
れ
、
本
市
で
は
慈
恵
医
大
柏

病
院
が
40
床
の
申
請
を
し
た
が
、
市

で
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

財
政
支
出
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。

6

慈
恵
医
大
柏
病
院
が
第
三
次
救

急
対
応
を
行
う
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

の
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

24
時
間
体
制
で
市
民
の
医
療
ニ
ー
ズ

に
対
し
、
質
の
高
い
保
健
、
医
療
が

提
供
で
き
る
。
対
応
困
難
な
脳
卒
中
、

心
筋
梗
塞
、
頭
部
損
傷
な
ど
の
重
篤

な
救
急
患
者
の
迅
速
か
つ
確
実
な
市

内
で
の
診
療
が
可
能
と
な
り
、
市
民

の
大
き
な
安
心
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
設
置
に
伴
う
財
政
支
援
に
つ
い
て

は
、
国
の
基
準
に
基
づ
く
運
営
補
助

や
県
の
施
設
設
備
補
助
を
活
用
し
て

い
く
。

▼
待
機
児
童
解
消
へ
の
取
り
組
み

5

全
国
的
に
見
て
も
、
都
市
部
に

お
い
て
は
保
育
園
の
待
機
児
童
解
消

に
努
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

い
ま
だ
解
消
に
至
っ
て
い
な
い
状
況

で
あ
り
、
本
市
で
も
依
然
と
し
て
２

５
０
名
以
上
の
お
子
さ
ん
が
入
園
待

ち
の
状
況
に
あ
る
。
待
機
児
童
の
解

消
は
、
子
育
て
支
援
の
重
要
な
施
策

の
ひ
と
つ
だ
が
、
今
後
の
待
機
児
童

の
推
移
と
解
消
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

6

平
成
24
年
４
月
の
認
可
保
育
園

の
入
園
申
込
者
数
が
昨
年
度
の
申
込

者
数
の
約
１
割
減
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
認
可
保
育
園
の
整
備
だ
け

で
な
く
、
認
可
外
保
育
施
設
の
新
設

及
び
定
員
の
弾
力
化
等
に
よ
り
待
機

児
童
の
解
消
に
努
め
て
い
く
。

▼
公
設
市
場
の
整
備

5

昨
年
の
９
月
議
会
に
お
い
て
、

市
長
は
公
設
市
場
の
移
転
整
備
は
断

念
し
、
現
市
場
で
耐
震
改
修
等
に
よ

る
整
備
を
実
施
し
て
い
く
と
の
こ
と

だ
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て

い
く
の
か
。

6

22
年
度
に
実
施
し
た
現
市
場
の

耐
震
性
や
老
朽
化
の
調
査
結
果
で
は
、

全
体
の
約
３
分
の
１
の
施
設
に
お
い

て
耐
震
性
不
足
が
判
明
し
て
い
る
。

老
朽
化
が
深
刻
な
施
設
も
多
く
、
新

年
度
か
ら
精
密
な
耐
震
診
断
と
あ
わ

せ
、
老
朽
化
施
設
の
精
密
な
検
査
や

耐
震
改
修
等
の
設
計
を
行
い
な
が
ら
、

26
年
度
か
ら
具
体
的
な
工
事
を
ス
タ

ー
ト
す
る
予
定
で
現
在
準
備
を
進
め

て
い
る
。

▼
柏
市
教
育
振
興
計
画

5

市
の
後
期
基
本
計
画
で
は
、
ま

ち
づ
く
り
重
点
テ
ー
マ
の
１
番
目
に

「
笑
顔
で
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
掲
げ
、
そ
の
中
で
「
子
ど

も
は
地
域
の
将
来
を
担
う
財
産
」
と

し
て
い
る
。
今
回
策
定
す
る
「
柏
市

教
育
振
興
計
画
」
は
ど
の
よ
う
な
考

え
方
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
と
こ

ろ
に
重
点
を
置
こ
う
と
し
て
い
る
の

か
。

6

こ
の
基
本
方
針
は
地
域
に
お
け

る
学
校
の
役
割
が
、
こ
れ
か
ら
も
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
、

多
く
の
人
に
か
か
わ
っ
て
も
ら
い
な

が
ら
、
よ
り
よ
い
学
校
を
つ
く
る
と

い
う
観
点
を
重
視
し
て
策
定
し
た
。

▼
消
防
団
員
の
安
全
対
策

5

消
防
団
員
は
、
本
業
を
持
ち
な

が
ら
災
害
時
に
は
昼
夜
を
問
わ
ず
活

躍
さ
れ
て
い
る
。
消
防
団
員
の
安
全

対
策
に
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
。

6

東
日
本
大
震
災
で
は
多
く
の
消

防
団
員
や
消
防
職
員
が
消
防
活
動
中

に
殉
職
さ
れ
た
。
安
全
な
く
し
て
消

防
団
員
や
消
防
職
員
の
活
動
は
な
い
。

安
全
の
確
保
は
、
早
期
に
取
り
組
む

課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
で

は
従
来
か
ら
装
備
面
に
つ
い
て
は
、

車
両
や
個
人
装
備
を
含
め
充
実
強
化

に
努
め
て
き
た
。
今
回
の
東
日
本
大

震
災
を
踏
ま
え
る
と
、
情
報
伝
達
手

段
の
整
備
が
課
題
と
な
っ
た
反
省
か

ら
、
国
で
も
無
線
機
や
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
の
配
備
の
必
要
性
を
あ
げ
た
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
期

待
さ
れ
る
消
防
団
の
充
実
強
化
は
急

務
で
あ
り
、
消
防
団
員
の
活
動
に
必

要
な
情
報
伝
達
手
段
と
装
備
品
の
充

実
に
つ
い
て
も
関
係
部
署
と
調
整
を

図
っ
て
整
備
を
進
め
て
い
く
。

な
市
民
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
県
が
放

射
性
物
資
を
含
む
焼
却
灰
の
一
時
保

管
場
所
予
定
と
し
て
提
案
し
て
い
る

「
手
賀
沼
流
域
下
水
道
終
末
処
理
場
」

で
の
受
け
入
れ
が
地
元
と
の
関
係
で

大
変
厳
し
い
と
あ
っ
た
。
本
市
に
お

い
て
は
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
敷

地
内
に
保
管
場
所
を
建
設
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
う
か
。

6

南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
敷
地

内
に
お
け
る
仮
保
管
施
設
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
２
月
上
旬
か
ら
同
セ
ン

タ
ー
周
辺
町
会
の
役
員
の
方
々
に
説

明
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
放
射
性
物

質
に
よ
る
影
響
を
外
部
に
与
え
な
い

施
設
に
す
る
こ
と
や
放
射
線
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
随
時
行
い
、
公
表
し
安

全
か
つ
安
心
に
つ
な
が
る
各
種
の
施

策
を
講
じ
て
住
民
の
不
安
解
消
に
努

め
て
い
く
。

▼
放
射
線
対
策

5

原
発
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た

放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
汚
染
が
、

市
域
全
体
に
広
が
っ
て
い
る
。
市
民

生
活
の
安
全
・
安
心
が
大
き
く
損
な

わ
れ
、
商
業
・
農
業
な
ど
の
産
業
分

野
に
お
い
て
も
、
多
大
な
る
影
響
が

生
じ
て
い
る
が
、
市
内
の
除
染
を
ど

の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

6

市
内
全
域
に
放
射
性
物
質
に
よ

る
汚
染
が
広
が
っ
て
い
る
現
状
を
勘

案
す
る
と
、
市
と
し
て
は
、
市
民
の

安
全
と
安
心
を
守
る
た
め
に
、
今
後

早
急
か
つ
計
画
的
に
除
染
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
除
染
の
推
進
主
体
は
市
単

独
で
は
な
く
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

除
染
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

▼
高
柳
駅
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業

5

平
成
21
年
９
月
か
ら
事
業
が
中

断
し
て
い
る
高
柳
駅
西
側
の
区
画
整

理
事
業
に
つ
い
て
、
現
在
組
合
で
は
、

事
業
再
々
構
築
の
基
本
方
針
を
取
り

ま
と
め
、
県
と
の
協
議
を
終
え
事
業

計
画
変
更
の
手
続
を
進
め
て
い
る
。

▼
新
年
度
予
算
編
成

5

24
年
度
予
算
編
成
に
当
た
り
、

本
市
に
お
け
る
国
の
政
策
や
地
方
財

政
対
策
に
よ
る
影
響
と
対
策
は
ど
う

か
。

6

地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策

債
を
合
わ
せ
実
質
的
な
地
方
交
付
税

は
、
前
年
度
比
で
微
増
な
が
ら
0.2
％

ふ
え
て
い
る
。
放
射
性
物
質
汚
染
対

処
特
別
措
置
法
等
の
国
庫
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
国
、
県
の
動
向
を
注
意

し
な
が
ら
情
報
収
集
に
努
め
適
切
に

対
応
し
て
い
く
。

▼
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

5

昨
年
末
に
千
葉
県
に
お
い
て
も

「
地
域
防
災
計
画
」
の
見
直
し
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
見
直
し
の
視
点
が
示
さ

れ
た
。
震
災
や
水
害
な
ど
市
民
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
災
害
か
ら
、
住

民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
地
域
防

災
計
画
」
は
ど
の
よ
う
な
視
点
で
見

直
し
を
行
う
の
か
。

6

東
日
本
大
震
災
で
明
ら
か
と
な

っ
た
教
訓
の
反
映
や
最
大
ク
ラ
ス
の

地
震
想
定
に
基
づ
き
、
死
者
ゼ
ロ
を

目
指
し
た
防
災
、
減
災
対
策
の
推
進

と
あ
ら
ゆ
る
危
機
事
象
に
対
応
で
き

る
計
画
づ
く
り
を
行
う
。

▼
焼
却
灰
の
処
理

5

日
々
発
生
す
る
ご
み
の
焼
却
は
、

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
変
重
要
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保管中の焼却灰

24
年
度
の
予
算
編
成
を
問
う

市
民
の
要
望
に
こ
た
え
る
対
応
を

柏

清

風

山

中

一

男

平成24年第1回定例会は招集日に

市長から24年度施政方針が示されま

した。このため他の定例会とは異な

り、施政方針や24年度予算などの総

括的な事項について、それぞれ会派

を代表する議員による代表質問が行

われました。白熱した議論の一部を

お知らせします。

代表質問代表質問代表質問代表質問代表質問
質疑並びに一般質問

整備中の高柳駅西口進入路

地元の安全を守る消防団

　柏市議会の本会議及び委員会は原則公開となっています。本会
議の傍聴を希望される方は、本庁舎7階の傍聴席入口にある受付
票に、住所、氏名を記入するだけで傍聴できます。また、委員会の
傍聴は、本庁舎6階の議会事務局でお申し込みください。

　2月24日の招集日、大地震
を想定した避難訓練を実施
しました。なお、傍聴席には

防災ずきんと
して利用でき
るクッション
83枚を備え付
けています。

議会を傍聴しませんか

防災ずきんを常設

本会議場で実施した避難訓練 傍聴席のクッション兼防災ずきん


